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2014 年度　中世史グループの活動（伊藤 啓介）
○研究活動（全体）
日本における「中世」とされる時代は、諸説ある
がおおむね 11 世紀から 16 世紀とされている。この
大きく社会が変動した時代は、気候変動もまた非常
に振幅の激しい時代であった。本プロジェクトの最
終的な目標である、「気候変動に強い社会システム」
の条件や教訓を得るためには、この時代の分析が必
要不可欠といえよう。
中世史グループでは、近年の高分解能古気候学の
豊かな成果と日本史学の中世社会に関する豊かな研
究蓄積とを連携させるために、全体としての二つの
大きな目標を設定した。
第一の目標は、全国的な気候変動にかかわる史料
集の作成である。気候変動の激しい時期を四つ選定
し、日本全国の史料を可能な限り収集して、それぞ
れの時代の気候変動と社会の関係を検討する。気候
変動の激しい特定の時期について、全国横断的に気
候変動と社会との関係を検討するのが目的である。
分析対象となる「気候変動の激しい時期」と、そ
の時代の担当者は以下のとおりである。
900 年前後から 1040 年前後：西谷地晴美
1080 年前後から 1180 年前後：水野章二
1280 年前後から 1390 年前後：田村憲美・高木徳郎
1420 年前後から 1500 年前後：伊藤俊一・伊藤啓介
第二の目標は、特定の場所について中世に関する
史料を収集して史料集を作成し、その地域の気候変
動と社会の関係を時代縦断的に定点観測することで
ある。具体的な対象となる場所については、史料残
存状況や、史料そのものへのアクセスの簡便性など
を考慮して、桂川右岸に位置する、東寺領上久世荘
（現在の京都市南区上久世町）を選定した。上久世荘
は、鎌倉時代から存在が確認されるが、南北朝時代
に足利尊氏によって東寺領となって以来、戦国時代
末まで東寺にとって重要な荘園の一つとして支配さ
れ続けた。桂川右岸という肥沃な地帯に存在し、山
陽・山陰両街道にも近い交通の要地を占め、かつ東
寺から歩いて一時間ほどという立地から、東寺百合
文書（東寺に伝えられた中世文書。２万５千通を数
える）に大量の関連文書が伝来している。そのなか
に、桂川から農耕のためにひかれた用水路について
多くの絵図があり、さらに絵図が書かれた経過や、
桂川右岸一体の各荘園・村落間での用水路の管理や
整備・修理を巡る交渉の様子などがわかる文書もあ
わせて伝わっている。またこの用水路は現在でも利
用されており、文書の残存状況もあいまって、中世
以来の用水路の利用の様子をたどることができる希
有な地域となっている。本プロジェクト全体の目的
の一つである、気候変動に対する社会の対応を明ら
かにするには最適の場所といえよう。
○研究活動（個別）
各メンバーの研究計画書などをもとに、個々の研
究題目を以下のとおり記す（順不同）。
田村憲美「 中世における気候変動と社会の対応―
地域社会・荘園制・村落の視座から―」
水野章二「 11 世紀末～ 12 世紀における気候変動と
中世社会の形成」
西谷地晴美「 最新古気候データによる平安・鎌倉
期の気候条件」
伊藤俊一「 15 ～ 16 世紀における水干害と復旧・再
開発」
高木徳郎「 中世荘園制の成立・展開と気候変動の
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関係に関する研究―地域社会の動向を
軸として―」
河角龍典「 日本列島における古代～中世の気候変
動と地形環境変化―京都盆地を中心に
―」
土山祐之「能登・岩井河用水の相論と気候・損免」
伊藤啓介「 藤木久志編『中世気象災害史年表稿』
を利用した古気候史料の研究」
○来年度への動向
今年度の活動のうち、来年度に直接つながるもの
としては、以下の二つが挙げられる。
一つは、プロジェクトメンバーによる、日本史研
究会例会での報告が決定したことである。日本史研
究会は会員 2600 名余を数える、京都に本部を置く全
国学会である。その例会は原則毎月 1 回行なわれ、
10 月に行なわれる大会とともに、日本史学界全体か
ら注目されている。プロジェクトメンバーが報告す
る例会は、2015 年４月 25 日（土）に京都大学吉田
キャンパスで行なわれる予定である。
「古気候データとの比較による歴史分析の可能性」
と題して、プロジェクトリーダーの中塚武（地球研
教授）、中世史グループからはグループリーダーの田
村憲美（別府大学教授）、近世史グループからは鎌谷
かおる（地球研プロジェクト研究員）が報告する予
定である。古気候学の最新データと手法を日本史学
界に紹介し、どのように歴史資料と絡めて検討を進
めうるのか、また、そこからいかなる新知見が得ら
れるのかを論じるべく、準備が進められている。
もう一つは、先史・古代史グループとの共働の動
きである。院政・平氏政権・鎌倉幕府というかたち
で古代から中世に時代が移行していく 10 ～ 12 世紀
は、同時に、中世を通じて地域社会の基盤となる荘
園と、その基礎となる中世村落が形成された時期と
されている。考古学の成果を参照すると、これらの
中世荘園の開発の時期と、全国的な集落遺跡の増加、
新たな用水系の整備、さらに地域の田畠の形状に残
る条里の施行などが重なっていることが多い。特に
田畠の条里や用水系の整備は降水量の変動と関係が
深いと考えられるため、考古学の成果に期待するこ
とが大きい。特に 10 ～ 12 世紀前後を中心に、田畠
や用水系の変化の様子がよくわかる遺跡、例えば大
阪の池島・福万寺遺跡などを対象に、先史・古代史
グループの全面的な協力を得て準備を進めている。
【中世史グループ会議について】
○第１回グループ会議
2014 年５月 24 日（土）-25 日（日）　駒澤大学
５月 24 日（土）
　田村憲美：挨拶と議題提供（今後の方針など）
　討論
５月 25 日（日）
　田村憲美：挨拶と議題提供（上久世荘の調査など）
　討論
毎年５月に開催される歴史学研究会へ参加するメ
ンバーが多いため、2014 年度の会場となった駒澤大
学にて中世史グループの会合を行なった。
今後の中世史グループの方針と、それにもとづく
具体的な作業手順、さらにその分担などについて議
論した。その結果、大方針として以下の二つの方向
で作業を進めていくこととした。
第一には、気候変動の激しい時期を四つほど制定
し、全員で分担して当該時期について史料を収集し、
全国的に気候変動への対応を検討する。
第二には、特定の地域を選定して史料を収集し、
その地域の気候変動への対応を、時代縦断的に検討
する。史料残存状況などから、京都の桂川流域、東
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寺領上久世荘を対象とすることとした。作業は高木
徳郎（早稲田大学准教授）が主として行なうことと
なった。
そのほか、新しいメンバーとして、伊藤俊一（名
城大学教授）を招聘することを決定した。
○第２回グループ会議
2014 年９月６日（土）-７日（日）　総合地球環境学
研究所
９月６日（土）
　中塚　武：プロジェクト全体の現状報告
　伊藤俊一：新メンバーによる研究紹介
　各メンバーによる現状報告
　伊藤啓介： 前島・田上論文の方法論に基づいた文
書に基づく気候復元
　全体討論
９月７日（日）
　高木徳郎：上久世荘史料調査の中間報告
　西谷地晴美：10 ～ 11 世紀の調査現状報告
　全体討論
一日目はまず中塚　武（地球研教授）からプロジェ
クト全体の現状報告があった。つぎに伊藤俊一（名
城大学教授）から、過去の研究歴と、中世史グルー
プで目指す研究内容について発表があった。具体的
には、14 ～ 15 世紀に集中して起こった水害・干害に
対して荘園に関わる各階層がどう対処し、その結果、
地域社会の構造がどう変化したかを明らかにしてい
くとの表明があった。
メンバーそれぞれの進捗報告の後、伊藤啓介（地
球研プロジェクト研究員）から、古文書に基づく気
候復元の実例について紹介があった。これは論文
‘Climatic change during historical times in Japan 
-Reconstruction from climatic hazard records-’Ikuo 
MAEJIMA and Yoshio TAGAMI （Geographical 
Reports of Tokyo Metropolitan Univ(21) 1986:157-
171）（以下、「前島・田上（1986）」と略）の方法論
に基づいて、寛喜の飢饉の年（1230 年）前後の気候
復元を試みたものである。その後、全体討論にて、
一日目の報告に対する質疑応答や、作業の進捗につ
いての確認が行なわれた。
二日目は高木徳郎（早稲田大学准教授）から上久
世荘の史料収集状況についての報告があった後、西
谷地晴美（奈良女子大学教授）から 10 ～ 11 世紀の
気候変動に関する史料の調査報告があった。特に降
水量の復元データにおける長周期の現れ方と、史料
との比較の方法について活発な議論が行なわれた。
そのほかに、河角龍典（立命館大学教授）から、
考古地質情報をもとに GISを用いて桂川流域の氾濫
原を中心とした地形起伏の変化を時系列的に解明、
気候変動との関係を明らかにした後、この情報と考
古遺跡地図とを相互に参照して、生活の場の時系列
的な変遷を明らかにするとの申し出があった。
また、新しいメンバーとして土山祐之（早稲田大
学博士課程）を招聘することとした。
○第３回グループ会議
2015 年２月７日（土）　総合地球環境学研究所
中塚　武：プロジェクト全体の現状と来年の展望
土山祐之： 能登・岩井川用水と気候変動の研究の
現状
田村憲美： 気象災害と食料輸送の季節性について
の報告
伊藤啓介： 藤木年表校正前データを利用した、災
害史料の時空間分布作業の現状
全体討論
まず中塚　武（地球研教授）からプロジェクト全
体の現状と来年の展望について説明があった後、今
－ 22 －
気候適応史プロジェクト成果報告書 1
回からメンバーに加わった土山祐之（早稲田大学博
士課程）から、現在研究中の能登・岩井川用水（現
在の奈良市・大和郡山市）を利用する荘園群の紹介
と、用水慣行に関する研究の現状について発表があっ
た。
つぎに田村憲美（別府大学教授）から、気候変動
が社会の生産関係にあたえるインパクトについて、
文安２年（1445）に現在の兵庫県に存在していた関
を通過する荷物の記録からわかる麦の生産と流通の
重要性を通じて、米の生産・イネの成長との関連だ
けでなくより広範な生産物について考える必要が指
摘された。そして伊藤啓介（地球研プロジェクト研
究員）から、藤木久志編『日本中世気象災害史年表
稿』（高志書院、2007 年）のデータから中世における
災害史料の時間・空間的な分布をグラフ化して分析
する作業の現状について報告があった。史料が極端
に減少する 11 世紀前後を除き、史料の時間的な分布
が古気候復元の結果と相関が高いことが明らかに
なった。
